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 平成25年に施行された「いじめ

防止対策推進法」では、いじめ

は次のように定義されていま

す。 

 ある生徒が「いやなことをされ

た」と感じた時点で“いじめ”が疑

われることになります。 

 生徒が学校の人間関係におい

て何らかの苦痛を感じている場

合、私ども教職員は“いじめ”を

疑ってその生徒に寄り添いま

す。 

 一方、学校は周囲の仲間との

コミュニケーション力を学ぶ場で

もあります。 

 仲間作りを行う上で生じる様々

なトラブル全て

- -
を取り除いてしま

うことは、生徒の成長にとって必

ずしも有効とは限らないとも捉え

ております。 

 “いじめ”には常に敏感であり

ながら、生徒一人ひとりの生きる

力を育むために背中を後押しす

る場面も大切にして、子どもたち

に寄り添ってまいります。 

“いじめ”に対して 

  全教職員が組織的に取り組みます 

 相模原市では毎年5月と11月をいじめ防止月間と定め、各小中学校で

様々な取組を行っております。いじめのない学校づくりが校長の責務

と自覚しておりますが、いじめに対して敏感な学校であることも、私

どもにとって大切な職務であると捉えております。 

 毎月実施している「アンケート」や定期的に行う「教育相談」等を

通じて子どもたち一人ひとりの悩みを受け止めることを、全教職員が

心がけておりますが、各ご家庭や地域でお気づきの点がある場合には

遠慮なく学校までご相談いただくようお願いいたします。 

 なお、中央中では次のような手順で組織的に子どもたちの悩みに寄

り添っております。 

““““いじめいじめいじめいじめ” ” ” ” とはとはとはとは    

 「いじめ」とは、児童等に対し

て、当該児童等が在籍する学校

に在籍している等当該児童等と

一定の人的関係にある他の児童

等が行う心理的又は物理的な影心理的又は物理的な影心理的又は物理的な影心理的又は物理的な影

響を与える行為響を与える行為響を与える行為響を与える行為（インターネットを

通じて行われるものを含む。）で

あって、当該行為の対象となった

児童等が心身の苦痛を感じてい心身の苦痛を感じてい心身の苦痛を感じてい心身の苦痛を感じてい

るものるものるものるものをいう。 
いじめ防止への組織的な取組 

生徒の悩みをキャッチ （学級担任・教科担任・部活動顧問・養護教諭・カウンセラー

学年職員で共有 （学年主任・学年生徒指導担当） 

 いじめ防止推進委員会（毎週水曜開催）に報告 

（生徒指導主任・学年生徒指導担当・養護教諭・カウンセラー） 

 いじめ防止委員会（毎週水曜開催）で確認 

（校長・副校長・教務主任・生徒指導主任・養護教諭・各学年主任） 

現時点では生徒の見守りを継続 

判断 
いじめの疑いを持って状況を再調査 

いじめと認定して被害者を保護 

状況に応じて 

※ 本年度現時点までのいじめの認知件数は、4月1件、5月2件計3件と

なっております。 

※ いじめとして認知した事案については、市教育委員会に概要を報告し

ています。 



いじめ防止・情報モラル講演会 
子どもたちと じっくり 

     向き合います 
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 子どもたち一人ひとりと

向き合う時間はたいへん大

切ですが、教材研究や成績

処理そして部活動指導等も

あり、教員が子どもたちと

じっくり話し合う時間は、

日常の学校生活の中で容易

に設けることができませ

ん。 

 中央中では、学期に1度ず

つ「教育相談期間」を設定

し、放課後、学級担任が子

どもたち一人ひとりと個別

に話をする時間を設けてい

ます。 

 学習面や友人関係、部活

動、家庭でのできごと等、

「子どもたちの胸の内にあ

る様々な悩みを、少しでも

共有させてほしい。」 

 私ども中央中教職員の共

通の願いです。 
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様々な相談窓口の紹介  

さがみはら子どもの権利相談室 
（青少年学習センター） 

042-786-1894 

子ども専用相談電話 0120-786-108  

月～金 午後1時から午後8時まで 

土曜日 午前10時から午後5時まで 

いじめ相談ダイヤル 
（学校教育課） 

042-707-7053 

月～金 午前8時30分～午後5時 

ヤングテレホン相談 
（青少年相談センター） 

042-755-2552 

月～金 午前8時30分～午後9時 

子どもの人権110番 
（横浜地方法務局） 

0120-007-110 

月～金 午前8時30分～午後5時15分 

24時間子供SOSダイヤル 0570-0-78310  24時間対応 

 5月10日（木）、相模原警察署

の浮田巡査部長を講師に迎え

「いじめ防止･情報モラル講演

会」が行われました。 

 いじめを起こさないためには

「相手の立場に立って考え、行

動できること」が大切であるこ

とや、近年大きな問題となって

いるネットやＳＮＳの危険性に

ついての話がありました。 

 実際にあった話を聞き、使い

方を間違うと凶器にもなりうる

携帯電話の使い方を改めて考え

させられるいい機会となりまし

た。  

◇やられている方が嫌だと思ったらいじめに

なるということを知って、絶対にやってはい

けないことだと感じた。（1年女子） 

◇僕はまだスマホを持っていないが、家の約

束を守り時間を決めて使うようにしたい。（1

年男子） 

◇いじめに関しては見ているだけでもいじめと

認識されるというのがよくわかった。（2年女

子） 

◇スマホは友達と話したりゲームしたり、調べ

物もいつでもできて便利だけどその分恐い

ところもあり気をつけて使わなければいけな

い。（2年男子） 

◇SNSやアプリでのトラブル・犯罪等のところ

が、今の自分に重要なものだと思った。自

分もスマホを持っているので一生が台無し

にならないよう気をつけたい。（3年男子） 

◇スマホはとても便利なものだけど直接言葉

で伝えられない分相手に変な誤解を生じ

てしまうことがあることがわかった。仲の良い

友達でも気をつけるよう意識しなければな

らないと思い、正にSNSは刃物だなと感じ

た。（3年女子） 


